※本届出書は学内代表発明者から所属部局の総務担当へ原本をご提出ください※

プログラム著作権・ノウハウ等提案書
横国大　　第　―　　号
　令和　　年　　月　　日
国立大学法人　横浜国立大学長　殿
所属部局長名                           （公印省略）
所 属・職 名
氏        名                          ㊞（※自署も可）
□著作物プログラム
□ノウハウ登録        提 案 書
□その他
下記の発明等（著作物プログラム・ノウハウ登録・その他）をしましたので、「国立大学法人 横浜国立大学職務発明規則第4条第2項」に基づき提案します。
記
  1. 著作物プログラム・ノウハウ題目：
	開発者全員の氏名等およびプログラム開発の貢献率
	所属・職名（学年、卒業年月）
	氏    名
	貢献内容
	貢献率（%）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	※貢献率は、本学に権利譲渡する者の全体割合を100とした場合の、各開発者の持分割合（％）を記入すること。


	当  該  プ  ロ  グ ラ  ム   等  作  成
に  使   用   し  た
経  費

	□運営費交付金
□寄付金
□その他（経費の名称等：                                                            ）

	提案の理由
	□著作物プログラム・ノウハウを学外へ有償提供する予定・計画があるため
□著作物プログラム・ノウハウを学外へ無償提供する予定・計画があるため
□その他（                                                           ）

	プログラム
著作物等の
概要
（可能な範囲で詳細に記載してください。）
	項目
	内容

	
	プログラムの内容、実行環境、規模等

	

	
	概要と特色
	

	
	産業上の  利用可能性
	

	
	プログラムの構成
	＜外部との役務契約により作成されたプログラム、研究室等の既存のプログラム等、フリーソフト、オープンソース、その他商用ソフトが含まれる場合、それらを特定してその内容及び本プログラム全体に占める割合を記載して下さい。＞

	
	その他
	＜今後の更新予定のほか、他の知的財産権、学外共同著作者等との関係、また、ライセンス、その他希望等がある場合は具体的に記載して下さい。＞


注：プログラム等の説明書、マニュアル等がある場合は添付してください。
各項目内に記載出来ない場合は別紙を添付してください。
記入に際し不明な点は、産学連携課知的財産係（内4450）へお問い合わせ下さい。
